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第47回 全日本仏教徒会議 大阪大会
第104回WFB（世界仏教徒連盟）執行役員会議

大会宣言
　大阪府佛教会は創立 60 周年を記念し、公益財団法人全日本仏教会とともに、ここ大阪において、第 47 回全日本仏教
徒会議大阪大会を 2025 年 9 月 5日・6日両日に亘り開催いたしました。全日本仏教会会長、浄土門主 伊藤唯眞猊下を大
会総裁としてお迎えし、また、タイ王国より世界仏教徒連盟（WFB）パロップ・タイアリー会長にもご参加いただき、
日本全国のみならず世界各国からも多くの方々のご参加のもと、「無量の『いのち』～すべてのいのちを慈しむ～」をテー
マとして意義ある大会が無事円成しました。
　この度の大会招致の契機ともなった、2025 年大阪・関西万博（日本国際博覧会）は、「いのち輝く未来社会のデザイン」
をテーマに掲げて、本年 4 月より 184 日間にわたって開催されています。シグネチャーパビリオンをはじめ、今、決し
て忘れてはならない、様々ないのちが軽んじられている混迷した世界の現実を鑑みたパビリオンが多く見られます。しか
しながら、日本開催の国際博覧会というイベント自身が持つ性質上、宗教的な観点から、特に 2500 年続く仏教の視点か
ら深く「いのち」の考察が成されていないことを、非常に残念だと考える次第です。
　そこで、私たち仏教者は、本大会において、「いのち」を仏教的、宗教的、精神的、人文的、哲学的に考察し、叡智を集結して、
その成果を世界に発信したいと存じます。今世界が直面している「いのち」の危機に関わる多くの事象―すなわち、ウク
ライナや中東地区での非人道的な戦争、気候変動による地球温暖化、破壊的な災禍―まるで「末法の世」ともいえるほど
世界は混乱し、社会規範の軽視や諸価値の大きな変化がみられます。戦後 80年という歴史的な節目に、すべての人が「い
のち」の本質を見つめ直すことを提言したいと思います。
　大会テーマである「無量の『いのち』～すべてのいのちを慈しむ～」について、私たちはブッダの深い智慧と言葉にあ
らためて学び、人間の、また、生きとし生けるものの「いのち」の在りかたと、その意味の探究を試みました。諸宗教を
代表する碩学諸先生の見識に学び、人文知やリベラルアーツの分野を代表する賢人諸先生の知見を拝聴することにより、
改めてブッダが生涯をかけて教説した「無量の『いのち』」について参究いたしました。
　2日間に亘って行われた記念式典、平和祈願、追悼法要、諸宗教対話フォーラム、そしてシンポジウムを通して、大阪・
関西万博が掲げる｢いのち輝く未来社会」の実現には、私たち一人一人が、何事も性急この上ない現世の中で、まずもっ
て立ち止まり、現実をしかと見据え、目指すべきものの理念、目的達成の手法等々を「思惟」「熟考」し、行動すること
の必要性を学びました。そして何よりもその「礎」となる「正しい」精神を涵養する「こころがまえ」が重要であるという、
究極のところ、「こころ」の問題に帰着すると結論し、それらをいくつかの「たいせつなもの」として掲げ、本大会の宣
言といたします。

―――「たいせつなもの」―――
　大阪・関西万博テーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」の真の意義達成のため、「無量の『いのち』～すべてのいの
ちを慈しむ～」という仏教精神に照らして、テーマの根幹である「いのち」について、生は偶然、死は必然であることを
再確認し、私たちに不可欠な「こころがまえ」を、本大会の成果として以下に列挙し、大会宣言といたします。

　ひと /いのちは、まことに在りがたいもので尊ばれ慈しまれるべきものである
　ひと /いのちは、自然の一部であり、その法、摂理を尊重すべきものである
　ひと /いのちは、生まれれば、やがては老い、病み、死んでいくものである
　ひと /いのちは、諸相の流れ、変化のなかにあり、死後もとどまることはない
　ひと /いのちは、中庸と利他、融和と非戦の精神により生かされるべきである
　ひと /いのちは、人知の成果である、倫理と規範により生かされるべきである

　宣言については、「いのち」をテーマとした諸宗教対話フォーラム、シンポジウム要約とともに、公益社団法人 2025
年日本国際博覧会協会をはじめとする公的な組織に届けます。また、私たち仏教者が、これを現在および未来の人間精神
のあり方への警鐘として、あらゆる機会に発信し、実践すべく努めてまいります。

2025 年 9月 6日
第 47回全日本仏教徒会議大阪大会
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本会からの報告

・第36期第５回社会・人権審議会
・ダライ・ラマ法王誕生記念祝賀パーティー
・第36期第１回朝鮮半島出身者の旧民間徴用者等の遺骨返還委員会
・「首相及び閣僚等の靖国神社公式参拝に関する見解並びに要請」提出
・第６回法人創立70周年記念事業実行委員会
・仏教に関する実態把握調査（2024年）説明会実施
・第36期第４回支援検討会議
・「救援基金」寄附者一覧
・「賛助会員」新規入会者一覧
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第47回 全日本仏教徒会議 大阪大会
第104回WFB（世界仏教徒連盟）執行役員会議 

　2025（令和7）年9月5日から6日にかけて、第47回を数える全日本仏教徒会議と、それに合わせて第104回
WFB（世界仏教徒連盟）執行役員会議が、大阪心斎橋の御堂筋沿いに建つホテル日航大阪と、日本仏法最初
の官寺である和宗総本山四天王寺を会場として開催されました。オンライン配信の視聴者を含めて２日間で
約1,500人の参加者と、世界12カ国から約40人のWFB執行役員が集まりました。
　大阪では、同時期にEXPO 2025 大阪・関西万博が開催されており、同万博のテーマ「いのち輝く未来社会
のデザイン」の、「いのち」を仏教的に深めることを目的として、「無量の『いのち』～すべてのいのちを慈しむ
～」をテーマとしました。
　それに基づいて、1日目には仏教から戸松義晴氏、キリスト教から小原克博氏、イスラム教からアナス・ムハ
ンマド・メレー氏とサイード・佐藤裕一氏、神道から三宅善信氏をお呼びし、ファシリテーターを釈徹宗氏とし
た諸宗教対話フォーラム「未来社会における宗教の役割」を実施しました。
　2日目には、大阪・関西万博のテーマ事業プロデューサーで生物学者の福岡伸一氏と、音楽家で数学者の中
島さち子氏に、それぞれがプロデュースした「いのち動的平衡館」と「いのちの遊び場クラゲ館」を紹介してい
ただいた後に、小説家の高橋源一郎氏と人類学者の山極寿一氏を加え、釈徹宗氏をコーディネーターとして、
大会テーマ「無量の『いのち』～すべてのいのちを慈しむ～」を冠したシンポジウムを開催しました。
　本号では、この諸宗教対話フォーラムと、シンポジウムの模様をお伝えします。どちらも紙幅の都合上、抄
録となりますが、本会のYouTubeチャンネル（二次元コードをそれぞれのページに付しています）にてすべ
てを公開していますので、ぜひご覧ください。また、同時に開催された第104回のWFB執行役員会議を報告
します。日本の仏教界が本会を通じて世界の仏教界と繋がっていることを感じていただければ幸いです。そ
して、裏表紙に大阪大会の大会宣言を掲載しております。ぜひご覧ください。
　全日本仏教徒大会は2年に一度開催されます。次回第48回大会は、2027年に東京で全日本仏教会の法人
創立70周年と合わせて開催されることが決定したことをここに報告いたします。
　最後に、大阪大会の実現に向けて尽力してくださった、村山廣甫大会会長と清澤悟実行委員長を始めとす
る大阪府佛教会、並びに関係各位の皆さまには心より感謝申しあげます。

表紙絵について
　今号の表紙絵は、第47回全日本仏教徒会議大阪大会の冊子の表紙に
使われたもので、自身の厳しいシベリア抑留体験から絵筆をとり、油絵
で禅画の世界を開いた松崎禪戒老師が描いたものです。「もし今お釈迦
さまが生きておられたら」をテーマとし、あらゆる国の人々や宗教、動
植物、山川草木は言うに及ばず、天地宇宙の営みまでが十二支の干支で
象徴して描かれています。
　この絵を採用した大会会長である村山廣甫・大阪府佛教会会長の、
「平和・環境・人権を守る努力を仏教会が一丸となって続けていくこと
は、現代の宗教者に課せられた課題であり使命」という熱い思いをこの
絵を通して共有できれば幸いです。

諸宗教対話フォーラム「未来社会における宗教の役割」
シンポジウム「無量の『いのち』～すべてのいのちを慈しむ～」
第104回WFB（世界仏教徒連盟）執行役員会議
実行委員長挨拶
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釈徹宗【ファシリテーター】
僧侶。宗教学者。相愛大学学園長。武蔵野大学総長。浄土
真宗本願寺派如来寺住職。宗教思想や宗教文化の領域に
おいて、比較研究や学際研究を行っている。近著に『喜怒
哀楽のお経を読む』（朝日選書）など。

戸松義晴【仏教】
僧侶。ハーバード大学大学院神学校にて神学修士取得。
元全日本仏教会理事長。現在、WFB（世界仏教徒連盟）執
行役員、WCRP世界宗教者平和会議日本委員会理事長、日
韓仏教交流協議会理事長。浄土宗心光院住職。

小原克博【キリスト教】
博士（神学）。同志社大学学長、神学部教授。良心学研究セ
ンター長。専門はキリスト教思想、宗教倫理、一神教研
究。著書『ビジネス教養として知っておきたい 世界を読
み解く「宗教」入門』（日本実業出版社）など。

アナス・ムハンマド・メレー【イスラム教】
サウジアラビアのマッカ市出身。2007年サウジ王国奨学金
プログラム第1期生として来日。日本工業大学で博士号を取
得。2019年ムスリム世界連盟日本支部代表に。在日サウジ
大使顧問。イスラム文化だけでなく工学にも造詣が深い。

サイード・佐藤裕一【イスラム教】
福島県生まれ。サウジアラビアのイマーム大学宗教原理
学部卒。国内のイスラーム組織でイマーム（礼拝の導師）
や教化活動に携わる一方、大学などでアラビア語講師も
務める。宗教法人日本ムスリム協会副会長。

三宅善信【神道】
同志社大学とハーバード大学で学究生活を送った後、金
光教内の諸役を歴任。WCRPやIARFを通じて諸宗教対話
活動に貢献。国際宗教同志会事務局長や神道国際学会理
事長、日本国際連合協会関西本部理事長を務める。

全日本仏教会
YouTube
チャンネル
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に
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個
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も
ぜ
ひ
聞
い
て
み
た
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と
が

あ
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ま
し
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あ
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れ
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人
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。
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で
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見
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し
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見
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初
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し
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げ
た
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と
思
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一
つ
は
、
農
業
な
ど
の
技
術
が
発
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れ
ば
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全
世
界

の
人
類
を
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し
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こ
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。
も
う
一
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人
間
に
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い
ろ
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な
民
族
や
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族
が
い
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の
で
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対
話

し
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共
通
点
を
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つ
け
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こ
と
に
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や
地
球
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に
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が
る
と
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こ
と
。

　
こ
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私
自
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カ
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ら

日
本
に
留
学
し
て
技
術
を
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ラ
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世
界
と
東
ア

ジ
ア
世
界
の
架
け
橋
と
し
て
や
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

中
で
、
活
か
し
て
い
け
る
と
こ
ろ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

サ
イ
ー
ド
・
佐
藤
裕
一

　

私
は
逆
に
、
日
本
生
ま
れ
で
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
留

学
し
て
イ
ス
ラ
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の

宗
教
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目
的
が
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る
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思
い
ま
す
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そ
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ら
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や
詳
細
で
は
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っ
て
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大
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な
潮
流
と
か
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な
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て
い
る
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が
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る
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で
す
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的
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こ
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世
に
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け
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生
の
目
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忘
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な
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、
日
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意
識
し
て
い
く
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と
を
大
事
に
し
て
い
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す
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現
世
的
な
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活
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的
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う
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私
は
、
歴
史
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
過

去
に
私
た
ち
が
ど
う
い
う
経
験
を
し
て
き
た
の
か
、
あ
る

い
は
ど
う
い
う
誤
り
を
犯
し
た
の
か
と
い
う
歴
史
的
な
視

点
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
て
こ
そ
、
未
来
に
責
任
を
持
っ

て
語
り
、
展
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
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技
術

の
進
展
は
非
常
に
速
く
て
、
そ
れ
に
追
い
つ
こ
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と
す
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と
近
視
眼
的
に
な
り
が
ち
で
す
か
ら
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正
直
に
言
え
ば
、
一
体
僧
侶
っ
て
何
だ
ろ
う
と
い
う
思

い
は
、
今
で
も
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
相
対
的
に

は
常
に
変
わ
る
と
思
い
ま
す
が
、
変
わ
ら
な
い
の
は
仏
陀

の
言
っ
た
非
暴
力
で
す
。
歴
史
か
ら
学
ぶ
と
、
人
間
は
決

し
て
平
和
な
世
界
を
築
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
戦
っ
て
で

も
命
を
奪
っ
て
で
も
、
自
分
た
ち
の
良
い
よ
う
に
や
ろ
う

と
す
る
の
が
人
間
の
本
質
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
少
し
で
も
止
め
る
ブ
レ
ー
キ
が
必

要
で
、
そ
れ
が
仏
教
の
非
暴
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
．
暴
力
や
平
和
に
つ
い
て

釈
徹
宗

　

人
類
の
知
恵
の
積
み
重
ね
、
結
晶
で
あ
る
宗
教
と
い
う

体
系
が
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
提
示
で
き
る
の

か
に
話
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
果
た
し
て
ど

こ
ま
で
、
信
仰
の
自
由
も
含
め
て
、
お
互
い
に
ど
れ
だ
け

尊
重
し
あ
っ
て
、
ど
れ
だ
け
折
り
合
っ
て
い
け
る
か
。
ま

た
、「
非
暴
力
」と
い
う
テ
ー
マ
も
出
て
き
ま
し
た
。
宗
教

者
と
し
て
の
立
場
か
ら
暴
力
や
平
和
に
つ
い
て
の
ご
示
唆

を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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三
宅
善
信

　
人
間
と
暴
力
は
や
は
り
避
け
難
い
問
題
で
す
。
グ
テ
ー

レ
ス
国
連
事
務
総
長
と
対
話
し
た
時
、
彼
は
、
80
年
前
の

正
義
の
構
造
、
つ
ま
り
戦
勝
国
と
か
国
連
そ
の
も
の
が
、

２
０
２
５
年
に
お
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
不
正
義
に
な
っ
て

い
る
と
、
国
連
の
あ
り
方
を
問
う
か
な
り
突
っ
込
ん
だ
お

話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

世
界
中
の
ど
の
国
に
も
信
仰
を
持
っ
て
い
る
人
が
い

て
、
敵
同
士
と
言
わ
れ
る
国
に
も
同
じ
宗
教
の
人
が
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
も
っ
と
宗
教
者
が
そ
こ
へ
割
っ
て
入
っ

て
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

戸
松
義
晴

　

私
は
世
界
宗
教
者
平

和
会
議
の
日
本
委
員
会

の
理
事
長
で
、
つ
い
今

年
の
７
月
に
も
、
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
公

式
の
代
表
者
た
ち
と
話

を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
現
実
は
非
常
に
厳

し
い
と
思
い
ま
す
。
残

念
な
が
ら
宗
教
者
だ
け

で
は
こ
の
問
題
は
解
決

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
宗
教
者
が
社
会
の
周
辺
部
に
移
っ
て
い
る
今
、
教
え
と

か
信
仰
だ
け
に
基
づ
く
に
は
限
界
が
あ
っ
て
、
私
た
ち
が

し
て
い
な
い
経
験
、
例
え
ば
政
治
や
経
済
を
し
て
い
る
人

た
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
ナ
ス
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
メ
レ
ー

　
今
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
社
会
に
な
っ
て
き
て
、ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、

特
に
イ
ス
ラ
ム
フ
ォ
ビ
ア（
嫌
悪
）が
流
行
っ
て
き
て
い
て
、

そ
れ
も
暴
力
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

宗
教
者
も
技
術
を
学
ぶ
、
あ
る
い
は
技
術
を
持
っ
た
人
と

繋
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
し
い
情
報
や
宗
教
同
士
の
共

通
点
な
ど
、
政
治
家
か
ら
一
般
の
人
に
広
が
る
よ
う
に
し

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

サ
イ
ー
ド
・
佐
藤
裕
一

　
全
て
の
宗
教
に
共
通
す
る
理
念
や
原
理
、
そ
の
一
つ
が

平
和
だ
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
と
い
う
国
は
海
外
か
ら
見
る
と
特
別
な
環
境
に
あ

る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。
例
え
ば
先
月
８
月
４
日
に

比
叡
山
で「
世
界
宗
教
者
平
和
サ
ミ
ッ
ト
」が
行
わ
れ
、
38

年
間
同
じ
場
所
で
多
岐
に
わ
た
る
宗
教
諸
派
が
集
ま
っ

て
、
平
和
の
た
め
に
祈
っ
て
い
ま
す
。
祈
り
な
ん
か
し
て

何
に
な
る
ん
だ
と
い
う
批
判
の
声
も
聞
か
れ
る
ん
で
す

が
、
海
外
的
な
視
点
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
だ
け
で
非
常
に

価
値
が
あ
る
こ
と
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
私
た
ち
日
本
社
会
の
中
で
、
宗
教
者
た
ち
が
仲

良
く
す
る
姿
を
見
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
宗
教
や
多
文
化
の

平
和
共
生
の
モ
デ
ル
を
世
界
に
提
供
す
る
こ
と
も
ま
た
、

一
つ
の
道
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

小
原
克
博

　

政
治
や
経
済
に
関
わ
る
人
、
あ
る
い
は
地
域
の
人
々

に
対
し
て
、
一
目
置
か
れ
る
存
在
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
長

い
目
で
見
て
社
会
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
私
た
ち
が
、
今
の
若
者
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
も
向

き
合
っ
て
、
宗
教
に
は
自
分
た
ち
が
気
づ
か
な
か
っ
た
知

恵
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
気
づ
か
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、そ
し
て
そ
こ
に
は
言
葉
で
あ
っ
て
も
、物
理
的
で
あ
っ

て
も
、
暴
力
的
な
行
為
は
よ
く
な
い
と
い
う
文
化
を
私
た

ち
が
広
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
宗
教
者
に
は
極
め
て
重
要

な
役
割
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
諦
め
る
前
に
、
す
る
こ
と

は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戸
松
義
晴

　
最
初
に
、
宗
教
者
に
は
平
和
に
意
味
の
あ
る
活
動
が
で

き
な
い
と
言
い
ま
し
た
が
、
世
界
平
和
と
い
う
目
的
や
目

標
は
、
私
た
ち
に
は
そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
が
理
性
的
に

分
か
っ
て
い
て
も
、
あ
る
意
味
で
は
合
理
性
を
超
え
て
、

そ
れ
を
捨
て
ず
諦
め
ず
に
持
ち
続
け
る
の
が
宗
教
の
役
割

だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
時
に
、
仏
教
で
は
縁
起
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
汝
の

敵
を
愛
せ
と
言
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
言
説
は
今
は
一
般

の
人
々
の
心
に
は
響
か
な
く
て
、
む
し
ろ
そ
の
国
の
人
の

顔
が
出
て
き
て
戦
争
を
止
め
な
き
ゃ
と
い
っ
た
人
と
人
と

の
関
係
性
の
中
に
、
合
理
性
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

三
宅
善
信

　
先
月
の
南
ア
フ
リ
カ
で
の
Ｇ
20
に
お
け
る
諸
宗
教
の
対

話
で
の
テ
ー
マ
が"U

buntu in action"

で
し
た
。
ズ
ー

ル
ー
語
の"U

buntu"

は"I am
 because you are."

、

つ
ま
り「
あ
な
た
が
い
る
が
故
に
私
が
い
る
。
あ
な
た
が

な
け
れ
ば
私
は
な
い
」と
い
う
意
味
で
す
。
要
す
る
に
濃

密
な
相
互
依
存
。
そ
う
し
た"U

buntu"

の
気
持
ち
を"in 

action"

行
動
に
お
い
て
示
せ
と
い
う
の
が
テ
ー
マ
で
し

た
。
や
は
り
実
際
の
行
動
に
移
し
て
初
め
て
宗
教
者
な
ん

だ
と
そ
こ
で
教
わ
り
ま
し
た
。

３
．
宗
教
右
派
、
宗
教
の
先
鋭
化
に
つ
い
て

釈
徹
宗

　

逆
に
宗
教
が
暴
力
を
先
鋭
化
さ
せ
て
い
る
面
も
見
ら
れ

ま
す
。
宗
教
右
派
の
台
頭
、
信
仰
の
武
器
化
な
ど
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
そ
の
辺
り
小
原
先
生
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

小
原
克
博

　
宗
教
右
派
と
い
う
言
葉
は
ア
メ
リ
カ
を
文
脈
と
し
て
語

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
１
９
８
０
年
代
の
レ
ー
ガ
ン
政

権
以
降
、
宗
教
団
体
が
投
票
行
動
を
左
右
す
る
存
在
と
し

て
注
目
さ
れ
て
き
て
、
そ
の
中
で
宗
教
右
派
を
無
視
し
て

は
大
統
領
に
な
れ
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
宗
教
に
も
先
鋭
化
は
見
ら
れ
ま
す
。
日
本
も
例
外

で
は
な
く
て
、
今
年
は
オ
ウ
ム
真
理
教
の
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
か
ら
30
年
で
す
が
、
あ
れ
は
ま
さ
に
先
鋭
化
の
例
で

す
。
で
す
か
ら
外
国
で
だ
け
起
き
る
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

私
た
ち
の
社
会
の
中
で
も
起
き
て
き
ま
し
た
。

　
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
１
年
２
年
に
お
け
る

劇
的
な
変
化
で
す
。
そ
れ
は
右
派
の
国
際
連
携
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
拡
大
は
、
時
代

に
対
す
る
新
た
な
危
機
と
し
て
認
識
し
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

釈
徹
宗

　

イ
ス
ラ
ム
教
は
そ
も
そ
も
グ
ロ
ー
バ
ル
で
国
民
国
家
に

切
り
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
先
鋭
化
の
危
惧
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
．

サ
イ
ー
ド
・
佐
藤
裕
一

　

日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
教
は
外
国
人
が
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
を
占
め
て
い
て
、
そ
の
国
籍
が
１
０
０
以
上
に
渡
る

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
傍
目
か
ら
見
て
も

先
鋭
化
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
日

本
国
内
で
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
同
士
の
関
わ
り
合
い
や
交
流

が
不
足
し
が
ち
な
の
で
、
各
モ
ス
ク
と
か
グ
ル
ー
プ
に
、

良
好
な
関
係
と
い
う
か
平
和
の
精
神
と
か
共
生
の
精
神

を
広
げ
て
い
く
よ
う
、
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

４
．
す
べ
て
の「
い
の
ち
」を
慈
し
む

釈
徹
宗

　

そ
れ
で
は
、
本
日
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
す
べ
て
の『
い
の

ち
』を
慈
し
む
」に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

戸
松
義
晴

　
自
分
の
い
の
ち
を
慈
し
め
な
い
人
に
、
他
の
い
の
ち
は

慈
し
め
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
自
分
自
身
を
あ

り
の
ま
ま
に
受
け
止
め
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
平
和
に
関
し
て
も
、
自
身
に
微
笑
ま
な
い
人
が
他
の
人

に
微
笑
む
こ
と
は
で
き
な
く
て
、
笑
顔
で
お
互
い
に
い
ら

れ
る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
自
分
自
身
に
も
家
族
に
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
も
あ
る
い
は
国
際
的
に
も
、
そ
う
い
う

こ
と
が
私
た
ち
が
日
々
で
き
る
こ
と
と
思
っ
て
、
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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小
原
克
博

　
キ
リ
ス
ト
教
の「
隣
人
愛
」も
、
自
身
を
愛
す
る
よ
う
に
隣

人
を
愛
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
人
は

他
の
人
と
比
較
し
た
り
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
あ
る

と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
自
分
で
も
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
初
め
て
、
欠
け
の
あ
る
隣

人
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
い
う
寛
容
な
あ
り

方
は
、
隣
人
愛
に
と
っ
て
す
ご
く
大
事
で
す
。

　
も
し
こ
の
隣
人
愛
が
実
践
で
き
れ
ば
世
界
は
す
ぐ
に
平

和
に
な
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の

は
、
隣
人
の
境
界
線
を
狭
く
設
定
す
る
か
ら
で
す
。
人
間

の
世
界
の
中
だ
け
で
も
同
じ
い
の
ち
を
慈
し
む
の
は
大
変

で
す
。

　
人
間
以
外
の
い
の
ち
に
対
し
て
、
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
の

世
界
で
は
、
人
間
中
心
主
義
が
非
常
に
強
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
そ
れ
が
ダ
メ
だ
と
だ
ん
だ
ん
と
分
か
っ
て
き
て
、

20
世
紀
後
半
に
な
る
と
他
の
い
の
ち
や
自
然
世
界
に
対
し

て
も
、
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た

新
し
い
文
化
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
見
方

に
よ
っ
て
は
日
本
よ
り
は
る
か
に
進
ん
で
い
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。

ア
ナ
ス
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
メ
レ
ー

　
言
葉
だ
け
で
は
な
く
て
、
文
化
、
宗
教
、
食
べ
物
、
服

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
方
が
互
い
の
対
話
に
な
り
ま
す
。

私
は
、
メ
ッ
カ
と
い
う
イ
ス
ラ
ム
教
の
聖
地
の
出
身
で
、

カ
ー
バ
神
殿
の
近
く
で
働
い
て
い
た
の
で
、
様
々
な
文
化
、

民
族
の
人
々
と
出
会
っ
て
き
ま
し
た
。
学
ん
だ
上
で
、
共

通
点
を
見
つ
け
て
、
自
分
一
人
だ
け
で
も
チ
ェ
ン
ジ
で
き

れ
ば
、
一
人
一
人
に
伝
え
て
チ
ェ
ン
ジ
で
き
る
と
い
う
経

験
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
次
の
万
博
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
リ
ア
ー
ド
で
開
か
れ
ま

す
。
リ
ア
ー
ド
万
博
に
向
け
た
５
年
、
今
回
を
始
ま
り
と
し

て
こ
う
し
た
対
話
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

サ
イ
ー
ド
・
佐
藤
裕
一

　
イ
ス
ラ
ム
的
な
世
界
観
で
は
、
創
造
主
と
被
造
物
の
二

つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
間
で
も
そ
れ
以
外
の

草
木
で
も
星
々
で
も
、
同
じ
被
造
物
の
枠
に
収
め
ら
れ
ま

す
。
被
造
物
は
す
べ
て
不
完
全
な
も
の
で
、
互
い
に
そ
の

不
完
全
性
を
相
互
補
完
し
て
い
く
存
在
と
考
え
ま
す
。
そ

の
繋
が
り
を
断
つ
。
例
え
ば
人
間
で
あ
っ
て
も
他
の
存
在

で
あ
っ
て
も
、
自
分
と
は
関
係
の
な
い
存
在
と
し
て
蔑
ん

だ
り
、
あ
る
い
は
敵
意
を
持
っ
て
、
い
の
ち
を
奪
っ
た
も

の
は
、
全
人
類
の
い
の
ち
を
奪
っ
た
に
等
し
い
。
逆
に
、

人
一
人
の
い
の
ち
を
救
っ
た
も
の
は
、
全
人
類
の
い
の
ち

を
救
っ
た
も
の
に
等
し
い
と
い
う
ク
ル
ア
ー
ン
の
一
節
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

　
仏
教
に
も「
自
他
不
二
」と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
自
分
と
他
人
が
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
な
存
在
で

あ
り
、
そ
の
自
覚
に
至
る
ま
で
は
高
い
境
地
に
至
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
と
い
う
の
と
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

三
宅
善
信

　
私
が「
所
有
し
て
い
る
」い
の
ち
と
考
え
た
ら
、
私
に
生

殺
与
奪
、
処
分
す
る
権
利
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
一
方
で

私
が「
所
属
し
て
い
る
」い
の
ち
と
考
え
た
ら
、
私
は
そ
の

い
の
ち
に
乗
っ
か
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
離
れ
て
私
は
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、
神
道
的
な
考
え
方
か
ら
言
う
と
、
集

団
の
い
の
ち
だ
け
で
は
な
く
、
ご
先
祖
様
と
の
繋
が
り
に

も
な
っ
て
く
る
の
で
、
無
量
の
い
の
ち
と
言
っ
た
時
に
、

量
的
な
話
だ
け
で
は
な
く
、
時
間
軸
も
考
え
に
入
れ
て
お

か
な
い
と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

５
．
若
者
の
自
死
に
つ
い
て

釈
徹
宗

　

小
原
さ
ん
と
戸
松
さ
ん
か
ら
、
自
分
を
愛
す
る
大
切
さ

の
話
が
出
て
き
ま
し
た
。
今
は
、
若
者
の
死
亡
原
因
の
１

位
が
自
死
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
こ
と
を
好
き

に
な
れ
な
い
若
者
に
対
し
て
何
か
お
話
し
い
た
だ
け
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

小
原
克
博

　
こ
れ
ま
で
長
年
問
題
に
な
っ
て
き
た
の
は
若
者
の
自
尊

感
情
の
低
さ
で
す
。
自
分
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
評
価
で
き

な
い
人
が
多
い
の
が
日
本
の
課
題
。
戦
争
を
止
め
る
こ
と

は
私
た
ち
に
は
簡
単
に
は
で
き
な
い
で
す
が
、
生
き
づ
ら

い
く
て
、
自
死
に
向
か
う
よ
う
な
若
者
が
い
た
時
に
、
そ

の
呻う
め
き
と
か
叫
び
み
た
い
な
も
の
を
受
け
止
め
て
い
く
こ

と
、
そ
れ
が
宗
教
者
の
役
割
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
る
よ

う
な
宗
教
者
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

戸
松
義
晴

　

大
事
な
こ
と
は
、
私
た
ち
の
尺
度
で
こ
れ
が
良
い
と

言
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
そ
の
人
を
そ
の
ま
ま
受
け
止
め

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
無
条
件
で
と
い
う
の
は
な
か
な

か
つ
ら
い
こ
と
で
す
が
、
既
成
概
念
を
捨
て
て
、
人
そ
れ

ぞ
れ
に
い
ろ
い
ろ
な
取
り
柄
が
あ
り
、
や
り
た
い
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
私
た
ち
は
無
条
件
で
受
け
止
め
て
い

く
の
が
宗
教
者
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

６
．
人
間
中
心
主
義
と
は
違
う
価
値
観

釈
徹
宗

　

学
校
と
は
違
う
価
値
観
に
出
会
っ
た
り
す
る
と
、
子
ど

も
は
だ
い
ぶ
救
わ
れ
ま
す
よ
ね
。
そ
う
し
た
価
値
観
を
提

示
す
る
役
割
を
宗
教
は
担
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
小
原
さ
ん
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
人
間

中
心
主
義
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
人
間
の
欲
望
を
膨
ら
ま
せ
続
け
る
と
環
境
が
持

た
な
い
状
況
に
つ
い
て
三
宅
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

三
宅
善
信

　

数
年
前
、「
人じ

ん

新し
ん

世せ
い

」と
い
う
言
葉
が
流
行
り
ま
し
た

が
、
人
間
中
心
主
義
が
行
き
着
く
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
人
間
様
が
偉
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら

で
す
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
と
い
う
新
し
い
環
境
が
出
て
き
て
、

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
向
こ

う
は
疲
れ
知
ら
ず
で
一
日
中
動
け
る
わ
け
で
す
か
ら
、

知
識
の
量
的
な
意
味
で
は
勝
て
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
新
し

い
可
能
性
を
開
く
か
も
し
れ
な
く
て
、
こ
こ
で
向
き
を

間
違
え
た
ら
何
千
年
か
前
に
ア
ダ
ム
と
エ
ヴ
ァ
の
失
敗

の
も
っ
と
ひ
ど
い
や
つ
を
我
々
は
繰
り
返
す
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
世
界
の
宗
教
者
は

Ａ
Ｉ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
や
使
い
方
に
発
信
し
て
い
っ
て
、

考
え
方
の
向
き
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
ん
で
す
。

７
．
最
後
に

釈
徹
宗

　

最
後
に
、
未
来
に
向
け
て
伝
え
た
い
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ

お
願
い
し
ま
す
。

サ
イ
ー
ド
・
佐
藤
裕
一

　

人
生
に
お
い
て
人
間

は
目
的
を
ハ
ッ
キ
リ
さ

せ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

人
生
に
意
味
付
け
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
あ
た
っ
て
最
も

強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を

持
っ
て
い
る
も
の
が
宗

教
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
争
い
の
手
段

に
最
も
用
い
ら
れ
て
し
ま
い
や
す
い
の
も
宗
教
で
す
。
で

す
か
ら
、
慈
悲
の
精
神
や
自
他
不
二
の
精
神
な
ど
を
、
私

た
ち
が
ま
ず
は
同
じ
宗
教
の
信
徒
の
方
々
に
教
化
し
て
い

く
と
同
時
に
、
そ
の
他
の
人
々
に
も
人
生
の
目
的
と
か
意

味
を
見
出
す
こ
と
の
重
要
性
を
適
切
な
形
で
喚
起
し
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
原
克
博

　
こ
の
日
常
を
相
対
化
し
て
く
れ
る
非
日
常
の
視
点
を
差

し
込
む
よ
う
な
役
割
が
宗
教
に
は
必
要
で
す
。
私
た
ち
は

伝
統
を
守
ろ
う
と
し
、
時
に
若
い
人
に
押
し
付
け
よ
う
と

し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
嫌
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
伝
統
は
大

事
な
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
に
基
づ
き
な
が
ら
未
来
を
作
っ
て
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
無
量
の『
い
の
ち
』〜
す
べ
て
の
い
の
ち
を
慈
し
む
〜
」

２
日
目

福岡伸一
生物学者、作家。京都大学卒。現在、青山学院大学教授、ロック
フェラー大学客員教授。大阪・関西万博のテーマ事業「いのち
を知る」プロデューサー。90万部を超えるベストセラー『生物
と無生物のあいだ』（講談社現代新書）の著者。近著に「いのち
動的平衡館」の構想過程を描いた『君はいのち動的平衡館を
見たか 利他の生命哲学』（朝日出版）がある。

釈徹宗【コーディネーター】
僧侶。宗教学者。相愛大学学園長。武蔵野大学総長。浄土
真宗本願寺派如来寺住職。宗教思想や宗教文化の領域に
おいて、比較研究や学際研究を行っている。近著に『喜怒
哀楽のお経を読む』（朝日選書）など。

中島さち子
ジャズピアニスト、数学研究者、STEAM教育者。国際数学
オリンピック金メダリスト（日本人女性初）。大阪・関西
万博のテーマ事業「いのちを高める」プロデューサー。音
楽・数学・STEAM教育（科学・技術・工学・芸術・数学の5分
野を統合的に学ぶ教育）・メディアアートなどの世界で、
国内外にて多彩に活動。

高橋源一郎
小説家。1981年『さようなら、ギャングたち』でデビュー。
1988年『優雅で感傷的な日本野球』で第一回三島由紀夫
賞。明治学院大学国際学部名誉教授。数々のテレビ・ラジ
オに出演し、現在NHKラジオ第1「高橋源一郎の飛ぶ教室」
パーソナリティ、毎日新聞で「人生相談」、サンデー毎日で
コラム「これは、アレだな」など多くの連載を抱える。

山極寿一
理学博士。2020年まで第26代京都大学総長。人類進化論
専攻。屋久島でニホンザル、アフリカで野生のゴリラの
社会生態学的研究に長年従事。現在、総合地球環境学研
究所所長。大阪・関西万博シニアアドバイザーを務めた。
近著に『争いばかりの人間たちへ ゴリラの国から』（毎日
新聞出版社）、『老いの思考法』（文藝春秋）。

い
く
。
そ
う
い
う
宗
教

の
姿
を
示
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
の

世
俗
的
な
日
常
が
決
し

て
満
ち
た
も
の
で
は
な

い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

こ
か
ら
一
歩
足
を
抜
い

て
、
日
常
を
相
対
化
す

る
非
日
常
の
視
点
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
伝
統
が
ど
う
い
う
形
で
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
私
た
ち
が
伝
統
の
中
だ
け
で
ぐ
る
ぐ
る

回
っ
て
い
る
と
裸
の
王
様
と
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

三
宅
善
信

　
緒
宗
教
間
の
対
話
と
言
っ
た
時
に
、
と
に
か
く
何
で
も

一
緒
に
仕
事
し
て
み
る
。
例
え
ば
支
援
救
援
活
動
で
も
何

で
も
い
い
で
す
。
一
緒
に
仕
事
し
た
ら
、
嫌
な
や
つ
だ
っ

た
け
ど
一
つ
ぐ
ら
い
良
い
と
こ
ろ
が
見
つ
か
る
。
あ
い
つ

意
見
違
う
け
ど
苦
難
か
ら
は
逃
げ
へ
ん
や
つ
や
と
か
を
お

互
い
発
見
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

お
互
い
の
信
頼
を
醸
成
す
る
た
め
に
一
緒
に
仕
事
を
す
る

経
験
を
し
て
み
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

戸
松
義
晴

　
今
回
の
よ
う
な
対
話
を
聞
い
て
、
皆
さ
ん
が
そ
れ
を
ど

う
人
に
伝
え
る
か
、
自
分
の
生
活
の
中
に
取
り
込
ん
で
変

え
て
い
け
る
か
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
理
想
を
捨
て
な
い
こ
と
。
世
界
平
和
を
人

類
は
成
し
遂
げ
て
い
な
い
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
を
成
し
遂

げ
よ
う
と
す
る
理
想
で
す
ね
。

　
も
う
一
つ
、
日
本
人
と
し
て
大
事
な
こ
と
は
、
唯
一
の
被

爆
国
で
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に
悲
惨
か
を
、
ど
の
国
よ
り
も

一
番
分
か
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も

核
兵
器
は
持
た
な
い
、
使
わ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
私
た

ち
は
不
変
の
も
の
と
し
て
持
ち
続
け
る
こ
と
が
、
核
兵
器

で
被
害
を
受
け
た
方
や
今
で
も
苦
し
ん
で
い
る
方
た
ち
に

対
す
る
宗
教
者
と
し
て
の
在
り
方
か
な
と
思
い
ま
す
。

釈
徹
宗

　

ど
の
宗
教
で
も
、
人
間
の
過
剰
な
欲
望
へ
の
視
点
を

持
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
宗
教
だ
か
ら
こ
そ
提
示

で
き
る
視
点
が
あ
る
こ
と
を
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
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２
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
最
初
に
福
岡
伸
一
氏

と
中
島
さ
ち
子
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

た
大
阪
万
博
の「
い
の
ち
動
的
平
衡
館
」と「
い
の
ち
の
遊

び
場
ク
ラ
ゲ
館
」の
紹
介
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

１
．
テ
ー
マ
を
聞
い
て
何
を
思
う
か
。

釈
徹
宗

　

大
阪
府
知
事
が
当
初
、
万
博
の
構
想
に
つ
い
て
不
老
長

寿
と
か
生
命
技
術
と
い
う
話
を
し
て
い
た
時
に
は
、
そ
れ

は
万
博
で
や
る
こ
と
か
と
ガ
ッ
カ
リ
し
た
の
で
す
が
、
先

生
方
の
手
に
よ
っ
て
、
大
変
深
い
テ
ー
マ
と
思
想
と
ア
ー

ト
性
豊
か
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ

ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
日
の
テ
ー
マ
の「
無
量
の『
い
の
ち
』
～
す
べ
て

の
い
の
ち
を
慈
し
む
～
」に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
ま
ず
は「
無

量
の『
い
の
ち
』」と
聞
け
ば
、
ど
ん
な
印
象
を
持
つ
の
か
、

ど
ん
な
こ
と
が
話
せ
る
の
か
を
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
橋
源
一
郎

　
一
つ
は
生
者
と
死
者
に
つ
い
て
。
私
の
仕
事
場
の
左
手

の
本
棚
に
は
新
刊
本
、右
手
の
本
棚
に
は
岩
波
文
庫
が
入
っ

て
い
ま
す
。
新
刊
本
は
１
回
読
め
ば
充
分
だ
け
ど
、
ト
ー

マ
ス
・
マ
ン
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
か
プ
ラ
ト
ン
は
繰

り
返
し
読
む
。
こ
ち
ら
は
毎
回
違
う
こ
と
を
言
う
。
僕
が

変
わ
っ
て
い
る

こ
と
で
、
す
で

に
亡
く
な
っ
た

方
々
が
違
っ
て

読
め
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

こ
の
場
合
ど
っ

ち
が
死
ん
で
い

る
ん
だ
と
思
う

ん
で
す
。
生
き

て
い
る
方
の
文

章
は
何
回
読
ん

で
も
同
じ
だ
か

ら
も
う
読
ま
な

い
。
死
ん
で
い
る
方
々
は
そ
の
度
に
新
し
く
違
う
こ
と
を

言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
最
近
、
僕
の
中
で
は
、

生
命
を
持
っ
て
い
る
の
は
亡
く
な
っ
た
方
々
で
、
生
命
を

持
っ
て
い
る
と
称
し
て
い
る
人
が
実
は
死
ん
じ
ゃ
っ
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
、
い
の
ち
に
関
し
て
こ
う
い
う
考
え
が
あ
る

の
か
と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
本
が
あ
っ
て
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・

サ
イ
ー
ド
の『
始
ま
り
の
現
象
―
意
図
と
方
法
』で
す
。
こ

の
中
で
、
な
ぜ
物
事
は
始
ま
る
の
か
を
探
求
す
る
の
で
す

が
、
そ
れ
は
人
間
が
生
ま
れ
て
死
ぬ
か
ら
だ
と
。
人
間
が

本
当
に
理
解
で
き
る
の
は
、
自
分
の
身
体
感
覚
、
す
な
わ

ち
生
ま
れ
成
長
し
て
死
ん
で
終
わ
る
と
い
う
生
命
の
形
式

だ
け
だ
と
。
文
学
を
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
や
学
問
は
、

生
命
の
形
式
を
い
わ
ば
コ
ピ
ー
し
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
。
僕
た
ち
が
文
化
の
中
に
、
生
命
と
い
う
形
式
を

反
復
す
る
こ
と
で
実
は
文
化
を
作
っ
て
き
た
ん
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の「
無
量
の
い
の
ち
」と
い
う
言
葉

か
ら
感
じ
ま
し
た
。

山
極
寿
一

　
40
年
余
り
、
毎
年
の
よ
う
に
ア
フ
リ
カ
で
ゴ
リ
ラ
の
群

れ
で
一
緒
に
暮
ら
す
機
会
を
多
く
持
っ
て
き
た
目
か
ら
眺

め
る
と
、
い
の
ち
は
、
リ
ズ
ム
と
流
れ
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
リ
ズ
ム
と
流
れ
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
人

間
も
他
の
生
物
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
物
も
非

生
物
も
同
じ
も
の
か
ら
で
き
て
い
る
の
か
ら
、
お
互
い
感

知
し
合
い
、
同
調
し
合
い
、
共
存
で
き
る
可
能
性
を
持
っ

て
い
る
ん
で
す
。
デ
カ
ル
ト
の
我
思
う
故
に
我
あ
り
で
は

な
く
、
人
間
の
本
質
を
感
情
に
置
い
た
ス
ピ
ノ
ザ
が
正
し

い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
産
業
革
命
以
降
、
人
間
は
自
分
自
身
を
機
械
に
し
よ
う

と
し
て
き
ま
し
た
。
今
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
機
械
を
人
間
に

し
、
人
間
の
い
の
ち
の
代
替
物
と
し
て
作
り
上
げ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
い
の
ち
を
ま
だ
定
義
で
き
て
い
な
い
我
々

は
、
そ
の
本
質
を
も
う
一
度
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
だ
と
思
い
ま
す
。

福
岡
伸
一

　
私
の
立
場
は
、
生
命
は
モ
ノ
で
は
な
く
コ
ト
、
す
な
わ

ち
状
態
、
現
象
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
す
。
近
代
科
学
は
、

生
命
現
象
の
特
徴
を
列
記
し
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
生

命
の
本
質
に
届
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
微
分
的
に
時
間
を

止
め
て
、
ミ
ク
ロ
な
方
向
に
生
物
を
分
解
し
て
解
析
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
も
は
や
生
物
で
は
な
い
ん
で
す
が
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い
る
我
々
の
生
命
観
、
図
式

化
さ
れ
す
ぎ
た
生
命
観
を
も
う
一
度
転
換
し
て
い
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
科
学
の
役
割
で
あ
り
、
宗
教
の
役
割
で
も
あ
り
ま
す
。

中
島
さ
ち
子

　
揺
ら
ぎ
の
あ
る
遊
び
が
創
造
性
に
と
っ
て
も
い
の
ち
に

と
っ
て
も
大
事
な
の
で
は
な
い
か
。

２
．
利
他
と
共
感
、
そ
し
て
Ａ
Ｉ

釈
徹
宗

　

生
命
の
本
質
と
い
う
か
、
そ
の
動
き
の
中
に
死
が
あ
っ

て
、
そ
れ
は
利
他
と
い
う
文
脈
で
読
め
る
と
い
う
福
岡
さ

ん
の
お
話
と
、
山
極
さ
ん
は
人
類
が
共
感
を
獲
得
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
人
類
が
人
類
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
お

話
。
こ
の
辺
り
を
聞
い
て
か
ら
、
世
界
平
和
へ
と
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
岡
伸
一

　
20
世
紀
の
生
命
観
の
一
つ
に
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ド
ー
キ
ン

ス
の
利
己
的
遺
伝
子
論
が
あ
り
ま
す
。
自
己
複
製
で
き
る

Ｄ
Ｎ
Ａ
は
自
身
を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
、

生
命
体
は
そ
の
遺
伝
子
の
乗
り
物
で
あ
る
と
い
う
基
本
原

理
で
す
。

　
し
か
し
、
21
世
紀
に
入
る
と
、
そ
れ
が
確
か
と
は
必
ず

し
も
言
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
遺
伝
子
中
心
で
は
な
く
、

生
命
同
士
の
関
係
性
か
ら
生
命
を
見
た
方
が
良
い
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
生
命
は
絶
え
ず
何
か
を
別

の
生
物
に
手
渡
し
て
い
ま
す
。
何
か
を
与
え
る
と
ど
こ
か

か
ら
何
か
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
の
が
本
当
の
利
他
性
で

あ
っ
て
、
そ
れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
を
回
っ
て
い
る
か
ら
、

地
球
は
健
康
で
い
ら
れ
る
。
人
間
だ
け
が
利
己
的
に
振
る

舞
い
、
フ
ロ
ー
で
あ
る
生
命
を
ス
ト
ッ
ク
に
変
え
て
集
め

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
世
界
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

山
極
寿
一

　
共
感
は
諸
刃
の
剣
で
す
。
人
は
他
の
動
物
や
植
物
の
真

似
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
人
間
だ
け
の
能
力
で

す
。
そ
の
真
似
が
人
間
の
共
感
力
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
共
感
力
が
動
物
の
み
な
ら
ず
、
人
間
自
身
を
家

畜
化
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
Ａ
Ｉ
の
よ
う
な

機
械
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て

い
ま
す
。
共
感
力
に
よ
っ
て
相
手
が
何
を
さ
れ
れ
ば
嫌
か

が
わ
か
る
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
相
手
を
貶お

と
しめ
よ
う
と
す
る

悪
だ
く
み
が
蔓
延
し
始
め
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
身
体

で
は
な
く
脳
だ
け
で
繋
が
る
か
ら
、
痛
み
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
人
間
が
共
感
力
を

持
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
弊
害
で
す
。

高
橋
源
一
郎

　
今
、
Ａ
Ｉ
の
話
が
出
ま
し
た
が
、
文
学
は
Ａ
Ｉ
と
一
番

遠
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
今
の
Ａ
Ｉ
は
文
章
を
書

か
せ
る
と
人
間
以
上
に
上
手
い
で
す
。
文
学
賞
が
廃
止

に
な
っ
た
り
、
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
こ
と
を
明
記
さ
せ
る
賞
を

出
て
き
ま
し
た
。
向
こ
う
側
に
い
る
の
が
生
成
Ａ
Ｉ
か
人

間
か
区
別
で
き
な
く
な
っ
た
時
、
生
命
の
定
義
を
変
え
な

き
ゃ
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

山
極
寿
一

　
文
字
の
世
界
は
情
報
だ
か
ら
、
Ａ
Ｉ
は
莫
大
な
情
報
を

瞬
時
に
解
析
し
て
リ
ク
エ
ス
ト
に
答
え
ま
す
。
答
え
ら
れ

な
い
の
は
感
情
の
機
微
や
瞬
間
的
な
直
感
で
す
。
今
の
人

間
は
直
感
力
を
使
っ
て
い
な
い
か
ら
、
付
き
合
い
下
手
に

な
っ
て
い
ま
す
。
常
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
み
た
い
な
Ａ
Ｉ
に

聞
い
て
、
こ
の
時
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
で
し
ょ
う
み
た
い

な
。
だ
か
ら
自
分
か
ら
働
き
か
け
る
の
で
は
な
く
て
、待
っ

て
い
る
人
た
ち
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
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中
島
さ
ち
子

　
人
間
で
も
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
も
ど

う
学
ぶ
か
次
第
で
す
。
だ
か
ら
完
璧
な
Ａ
Ｉ
が
な
い
の
は

間
違
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
宗
教
で
も
哲
学
で
も
、
人

間
と
一
緒
で
最
終
的
に
大
正
解
な
も
の
が
あ
る
と
か
、
神

み
た
い
な
状
態
に
Ａ
Ｉ
が
行
く
か
と
い
う
と
、
私
は
違
う

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
デ
ー
タ
化
す
る
時
に
削
ぎ
落
と
し
て
い
る
も
の
。
私
た

ち
が
ま
だ
デ
ー
タ
化
で
き
て
い
な
い
も
の
。
そ
れ
が
山
極

先
生
が
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
第
六
感
と
か
直
感
と
か
で
、

突
拍
子
も
な
い
ア
イ
デ
ア
を
思
い
付
く
み
た
い
な
発
想
の

跳
躍
も
Ａ
Ｉ
に
は
ま
だ
難
し
い
。

　

身
体
性
と
し
て
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
さ
ん
は
微
妙
で

す
。
例
え
ば
石
黒
浩
先
生
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
み
た
い
に
、

Ａ
Ｉ
に
も
身
体
性
を
持
た
せ
て
い
こ
う
と
い
う
研
究
が
あ

る
ん
だ
け
れ
ど
、
ま
だ
ま
だ
で
す
。

　
も
う
一
つ
難
し
い
の
が
喜
び
や
苦
し
み
。Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ

ト
に
は
産
み
出
す
喜
び
や
苦
し
み
、
つ
ま
り
、
下
手
す
る

こ
と
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

釈
徹
宗

　

デ
ー
タ
を
集
め
て
い
る
う
ち
に
感
情
が
発
生
す
る
と
い

う
の
は
あ
り
得
る
ん
で
す
か
？

中
島
さ
ち
子

　
所
詮
デ
ー
タ
だ
か
ら
と
言
う
の
は
簡
単
だ
け
ど
、
ミ
ラ

ク
ル
の
よ
う
な
何
か
が
起
こ
っ
て
、
感
情
的
な
も
の
に
至

る
と
い
う
こ
と
自
体
は
あ
り
得
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
極
寿
一

　
と
こ
ろ
で
高
橋
さ
ん
、
Ａ
Ｉ
は
行
間
が
読
め
る
ん
で
す

か
？

高
橋
源
一
郎

　

結
構
読
め
て
ま
す
ね
。
実
際
に
誰
が
書
い
た
か
わ
か

ん
な
い
み
た
い
に
な
っ
て
、
絶
望
的
に
な
っ
て
い
る
編
集

者
と
か
、
作
家
と
か
い
る
ん
で
す
。
僕
は
逆
に
、
人
間
に

で
き
て
Ａ
Ｉ
に
で
き
な
い
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。
Ａ
Ｉ
は
完
璧
な
の
を
書
い
て
く
る
わ
け
で
す
。
つ
ま

り
緩
み
が
な
い
。
緩
ま
せ
る
と
い
う
概
念
が
な
い
ん
で
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
が
今
の
と
こ
ろ
優
位
に
立
っ
て
い
る

あ
る
種
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
の
部
分
が
逆
に
分
か
っ
て

く
る
わ
け
で
す
。

　

文
学
だ
け
で
は
な
く
、
宗
教
も
政
治
も
言
葉
を
使
い

ま
す
か
ら
、
Ａ
Ｉ
に
は
で
き
な
い
表
現
を
磨
い
て
い
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

山
極
寿
一

　
科
学
者
は
今
、
物
語
を
作
れ
て
い
な
い
か
ら
人
々
は
エ

ビ
デ
ン
ス
の
な
い

似
非
科
学
の
方
に

流
れ
て
い
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
宗
教
は

物
語
と
信
念
が

結
び
つ
い
て
人
々

を
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
包
み
込
む
。

科
学
に
負
け
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
け
ど
、
一
貫
し
て
宗

教
に
対
す
る
信
頼
や
信
念
と
い
う
の
は
生
き
残
り
、
そ
れ

が
さ
ら
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
の
が
現
代
で
す
よ
ね
。
そ
れ

を
宗
教
者
は
ど
う
思
う
ん
で
す
か
？

釈
徹
宗

　

私
が
お
話
し
す
る
前
に
、
今
の
人
間
に
と
っ
て
の
物
語

と
信
念
に
つ
い
て
福
岡
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
？

福
岡
伸
一

　
科
学
の
役
割
は
、
こ
の
世
界
の
あ
り
方
、
生
命
現
象
の

あ
り
方
を
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
で
し
た
。
で
も
そ
の
説

明
の
仕
方
は
、
２
つ
の
疑
問
の
形
式
の
１
つ
し
か
説
明
で

き
な
い
ん
で
す
。
２
つ
と
い
う
の
は
１
つ
は「
Ｈ
ｏ
ｗ
」。

「
い
か
に
し
て
」そ
れ
が
成
り
立
っ
て
い
る
か
。
科
学
が
説

明
で
き
る
の
は
、
こ
ち
ら
だ
け
で
す
。
も
う
１
つ
は「
Ｗ
ｈ

ｙ
」。
こ
の「
な
ぜ
」を
説
明
し
て
く
れ
る
の
が
宗
教
の
は

ず
な
ん
で
す
。

　
し
か
し
、
Ｈ
ｏ
ｗ
が
十
分
に
説
明
さ
れ
尽
く
さ
な
け
れ

ば
、
Ｗ
ｈｙ
の
疑
問
に
は
決
し
て
到
達
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。
で
す
か
ら
宗
教
の
人
た
ち
が
Ｗ
ｈｙ
に
答
え
る
た

め
に
は
、
言
葉
の
解
像
度
が
高
く
な
い
と
い
け
な
い
。

　
で
も
Ａ
Ｉ
が
模
倣
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
、
言
葉
と
い
う
の
は

そ
ん
な
に
大
し
た
も
の
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
何
が
Ａ
Ｉ
に
で
き
て
、
何
が
い
の
ち
に
し

か
で
き
な
い
か
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

高
橋
源
一
郎

　
今
の
と
こ
ろ
Ａ
Ｉ
が
絶
対
で
き
な
い
こ
と
は
、「
問
い
か

け
」で
す
。
問
い
か
け
が
で
き
な
い
こ
と
の
結
果
は
、
自

ら
物
語
を
作
れ
な
い
。

福
岡
伸
一

　
も
う
一
つ
、
Ａ
Ｉ
に
は
決
し
て
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は「
動
的
平
衡
」で
す
。
Ａ
Ｉ
は
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
集
め
て
い
る
だ

け
で
、
内
部
で
自
分
の
情
報
を
自
ら
破
壊
し
た
り
忘
れ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
溜
め
る
一
方
な
の
で
、
今
内

部
に
膨
大
な
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
が
ど
ん
ど
ん
溜
ま
っ
て
い
る

状
態
。
い
か
に
Ａ
Ｉ
の
内
部
で
動
的
平
衡
を
行
わ
せ
る
か
、

そ
う
し
な
い
と
存
続
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
．
世
界
平
和
に
つ
い
て

釈
徹
宗

　

実
は
実
行
委
員
会
が
予
定
し
て
い
た
一
番
目
の
世
界
平

和
に
ま
だ
話
が
行
け
て
な
い
ん
で
す
。
強
引
で
は
あ
り
ま

す
が
、
世
界
平
和
、
皆
さ
ん
が
危
惧
し
て
い
る
こ
と
を
ラ

ン
ダ
ム
に
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
の
世

界
の
状
況
が
心
配
だ
、
こ
う
い
う
方
向
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
の
が
あ
れ
ば
お
話
い
た
だ
け
ま
す
か
。

中
島
さ
ち
子

　
多
様
な
存
在
と
出
会
う
こ
と
は
、
私
は
単
純
に
面
白
い

す
ご
く
開
い
て
い
く
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
が
出
会
っ
て
共
に
作
る
み
た
い
な

こ
と
を
、
こ
の
21
世
紀
は
挑
戦
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
こ
に
は
Ａ
Ｉ
さ
ん
も
い
て
も
い
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
万
博
も
価
値
が
あ
る

だ
と
思
い
ま
す
。

釈
徹
宗

　

越
境
す
る
回
路
と
か
、
か
き
混
ぜ
る
役
割
を
果
た
す
も

の
に
目
を
向
け
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
音
楽
と
か
ア
ー

ト
は
越
境
能
力
が
高
い
、
か
き
混
ぜ
る
能
力
が
高
い
と
思

い
ま
す
。

高
橋
源
一
郎

　
僕
、
60
歳
に
な
る
ま
で
戦
争
の
話
は
聞
き
た
く
な
か
っ

た
ん
で
す
。
で
も
そ
れ
を
知
ら
な
い
と
自
分
が
何
者
で
あ

る
か
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
自
分

も
戦
争
の
世
代
か
ら
来
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。

　
そ
れ
ま
で
は
世
界
で
戦
争
が
あ
っ
て
悲
惨
な
出
来
事
が

あ
ふ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
人
ご
と
で
し
た
。
一
般
論
で

戦
争
は
ダ
メ
、
平
和
が
良
い
と
い
う
訴
え
は
無
効
な
ん
で

す
ね
。
一
義
的
に
こ
れ
が
自
分
の
こ
と
に
な
ら
な
い
限
り

ダ
メ
。
み
ん
な
あ
の
時
代
か
ら
来
て
、
そ
し
て
そ
の
時
代

の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
受
け
て
こ
こ
に
来
て
い
る
か
ら
知

る
べ
き
な
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
が
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
る

ま
で
や
や
時
間
が
か
か
る
か
な
と
思
い
ま
す
し
、
戦
争
と

平
和
に
つ
い
て
誰
も
が「
自
分
に
と
っ
て
の
」と
言
え
る
よ

う
な
何
か
を
仕
事
で
し
た
い
と
い
う
の
が
、
最
近
の
テ
ー

マ
で
す
。

福
岡
伸
一

　
生
物
学
者
の
立
場
か
ら
平
和
を
考
え
る
と
、
人
間
以
外

の
生
物
の
あ
り
方
に
学
ぶ
し
か
な
い
と
思
う
。

　
一
つ
は
生
物
の
争
い
は
、
生
命
を
次
世
代
に
繋
ぐ
た
め
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第
１
０
４
回
　
Ｗ
Ｆ
Ｂ（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）執
行
役
員
会
議

第47回 全日本仏教徒会議 大阪大会
第104回WFB（世界仏教徒連盟）執行役員会議

　
２
０
２
５
年
９
月
５
日
～
６
日
、
全
日
本
仏
教
徒
会

議
大
阪
大
会
に
合
わ
せ
て
、
本
会
が
加
盟
す
る
Ｗ
Ｆ
Ｂ

の
、
第
１
０
４
回
執
行
役
員
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｗ
Ｆ
Ｂ
の
役
職
者
を
中
心
に
、
世
界
12
カ
国
か
ら
約
40

名
の
各
国
代
表
者
が
大
阪
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　
日
本
か
ら
は
戸
松
義
晴
W
F
B
執
行
役
員
、
小
林
正

道
W
F
B
副
会
長
、
日
比
野
郁
皓
W
F
B
顧
問
、
東
海

林
良
昌
W
F
B
人
道
支
援
委
員
会
委
員
長
、
村
山
博
雅

W
F
B
Y
会
長
、
本
会
の
国
際
交
流
審
議
会
の
委
員
の
皆

さ
ま
、そ
し
て
事
務
総
局
か
ら
国
際
部
が
参
加
し
ま
し
た
。

９
月
４
日（
木
）

　
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ネ
パ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
か
ら
続
々
と
参
加

者
が
関
西
国
際
空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。
空
港
で
は
仏
旗

を
持
っ
た
本
会
職
員
の
も
と
、
順
次
な
ん
ば
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｔ
行

の
バ
ス
に
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま
す
。
降
車
地
で
再
度
職
員

が
仏
旗
を
持
っ
て
お
出
迎
え
し
、
宿
泊
の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト

レ
グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪
ま
で
ご
一
緒
し
ま
し
た
。
19
時
よ
り

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
前
晩
夕
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

９
月
５
日（
金
）

　
９
時
よ
り
、

ホ
テ
ル
日
航

大
阪
で
、
Ｗ

Ｆ
Ｂ
執
行
役

員
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
開
始
前

に
は
、
大
阪
府
佛
教
会
の
村
山
廣
甫
会
長（
本
会
副
会
長
）

を
始
め
、
大
阪
府
佛
教
会
の
方
が
会
場
ま
で
ご
挨
拶
に
来

ら
れ
ま
し
た
。
挨
拶
の
中
で
村
山
会
長
は
、
ご
自
身
の
Ｗ

Ｆ
Ｂ
人
道
支

援
委
員
会
で

の
思
い
出
を

語
ら
れ
、
参

加
者
に
心
か

ら
の
歓
迎
の

意
を
表
し
ま

し
た
。

　

開
会
に
先

立
ち
、
ま
ず

の
争
い
で
あ
っ
て
、
死
を
求
め
る
争
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
う
一
つ
は
、
世
界
は
色
々
な
生
命
に
よ
っ
て
あ
ら
か

じ
め
棲
み
分
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
国
境
や
文
化
や
民
族
や
人
種
み
た
い
に
ロ
ゴ
ス
が
作

り
出
し
た
分
断
線
を
、
他
の
生
物
の
在
り
方
を
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
で
き
る
だ
け
溶
か
し
て
い
く
し
か
、
本
来
の
生

命
の
在
り
方
、
そ
れ
を
平
和
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は

行
き
着
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

山
極
寿
一

　
人
類
の
進
化
と
文
明
の
在
り
方
を
考
え
直
さ
な
い
と
い

け
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
戦
争
は
人
間
の
本
性
か
と
い
う

話
が
１
９
５
０
年
代
60
年
代
に
欧
米
社
会
で
高
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
時
に
出
て
き
た
の
は
、
人
類
の
古
い
骨
を
発
掘

し
た
レ
イ
モ
ン
ド
・
ダ
ー
ト
と
い
う
人
が
言
い
出
し
た
狩

猟
仮
説
で
、
２
０
０
万
年
前
か
ら
人
類
は
動
物
の
骨
を
武

器
に
し
て
戦
い
合
っ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
す
。
だ
か
ら

戦
い
は
人
間
の
本
性
で
あ
る
と
。

　

だ
け
ど
そ
の
説
は
覆
さ
れ
ま
し
た
。
で
は
ど
う
い
う

理
由
で
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
歴
史
学
者
の

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ス
コ
ッ
ト
が『
反
穀
物
の
人
類
史
』と
い
う

本
で
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
最
初
の
戦
争
は
国

土
、
領
土
を
拡
大
す
る
た
め
で
は
な
く
て
穀
物
、
特
に
小

麦
を
栽
培
す
る
た
め
の
奴
隷
を
作
る
た
め
だ
っ
た
と
。

　
中
南
米
の
コ
ス
タ
リ
カ
は
１
９
４
８
年
か
ら
軍
隊
を
持

た
ず
に
平
和
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
世
界
の

文
明
同
士
が
戦
争
を
ず
っ
と
仕
掛
け
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
軍
隊
を
持
た
ず
に
平
和
を
保
っ
て
い
る
国
が
あ
る

と
い
う
事
実
や
や
っ
て
い
け
る
可
能
性
を
も
う
一
度
検
証

し
直
す
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

釈
徹
宗

　

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

仏
教
は
出
世
間
の
法
、
世
間
か
ら
出
る
法
と
共
に
、
こ

の
世
間
を
ど
う
運
営
し
て
い
く
か
と
い
う
法
も
持
っ
て

い
ま
す
。
基
本
的
に
は
フ
ェ
ア
ネ
ス
、
公
平
性
。
そ
し
て

シ
ェ
ア
、
分
か
ち
合
う
。
そ
し
て
ケ
ア
。
フ
ェ
ア
・
シ
ェ

ア
・
ケ
ア
、
こ
の
３
つ
の
原
則
を
２
５
０
０
年
前
か
ら
提

言
し
、
説
き
続
け
て
お
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
３
つ

を
普
段
か
ら
大
切
に
し
て
い
る
社
会
と
か
人
間
は
、
危
機

状
況
に
強
い
と
思
い
ま
す
。
大
災
害
に
起
き
た
時
に
頼
り

に
な
る
の
は
そ
の
３
つ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
昨
日
の
話

に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
仏
教
は
そ
ん
な
に
規
模
は
大
き
く

な
い
し
、
あ
げ
る
声
は
小
さ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
発

言
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
お
話
で
皆

さ
ん
何
か
心
に
響
い
た
り
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
周

り
の
人
に
も
お
伝
え
い
た
だ
け
れ
ば
尊
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
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戸
松
義
晴
Ｗ
Ｆ
Ｂ
執
行
役
員
が
閉
会
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。

９
月
６
日（
土
）

　
２
日
目
は
四
天
王
寺
へ
向
か
い
ま
す
。
最
初
に
四
天
王

寺
の
五
智
光
院
を
お
参
り
し
、
参
加
者
全
員
で
パ
ー
リ
語

の
三
帰
依
文
を
読
経
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
議
場
の
安

養
殿
に
移
動
し
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
執
行
役
員
会
議
が
始
ま
り
ま
し

た
。
パ
ロ
ッ
プ
会
長
は
冒
頭
で
伊
藤
唯
眞
会
長
、
大
阪
府

佛
教
会
や
全
て
の
関
係
者
に
御
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
モ
ン
テ
ィ
エ
ン
事
務
総
長
の
進
行
で
、
Ｗ

Ｆ
Ｂ
の
活
動
報
告
、
会
計
報
告
、
今
後
の
予
定
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
途
中
に
は
、

２
０
２
５
年
３
月

の
ミ
ャ
ン
マ
ー
地

震
の
寄
付
や
支
援

状
況
が
報
告
さ

れ
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
は
僧

侶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
通
じ
て
直
接

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
被

災
地
に
支
援
を

続
け
て
い
る
様
子

が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
第
31
回
世
界
大
会
は
２
０
２
５
年
12
月
に
タ
イ
の
バ

ン
コ
ク
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
開
催
方
法
に
つ

い
て
も
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
２
８
年
に
は
日

本
に
お
い
て
第
32
回
世
界
大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
会
議
は
終
了
し
、
景
色
の
素
晴
ら
し
い
書
院

で
昼
食
の
精
進
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昼
食
後
、
四

天
王
寺
の
山
岡
武
明
参
詣
部
長
に
境
内
を
ご
案
内
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
軽
妙
な
語
り
口
に
よ
り
参
加
者
に
は
笑

顔
が
絶
え
ず
、
広
大
な
伽
藍
と
四
天
王
寺
の
長
い
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
15
時
、
安
養
殿
に
戻
り
会
議
を
再
開
。
２
日
間
の
総
括

を
い
た
し
ま
し
た
。
16
時
半
に
終
了
し
、
暫
時
帰
国
す
る

ゲ
ス
ト
を
関
西
国
際
空
港
ま
で
お
見
送
り
し
ま
し
た
。
翌

日
ま
で
残
る
参
加
者
は
、
大
阪
市
中
央
区
に
あ
る
国
立
文

楽
劇
場
で
、
日
本
の
伝
統
芸
能
の
人
形
浄
瑠
璃「
文
楽
」を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

９
月
７
日（
日
）

　
有
志
20
名
ほ
ど
で
、
夢
州
で
開
催
中
の
大
阪
万
博
を
訪

れ
ま
し
た
。
日
曜
日
で
少
々
の
混
雑
は
あ
り
ま
し
た
が
、

各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ
ン

ド
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
大
阪
・
神
戸
イ
ン
ド
総
領
事
館
の
手

引
き
で
カ
ム
レ
シ
ュ
副
領
事
に
も
歓
待
い
た
だ
き
、
表
敬

訪
問
さ
れ
た
村
山
廣
甫
副
会
長
と
談
話
し
ま
し
た
。
お
釈

迦
さ
ま
の
生
涯
な

ど
が
展
示
さ
れ
た

パ
ネ
ル
を
ご
案
内

い
た
だ
き
、
最
後

に
イ
ン
ド
の
ヨ
ー

グ
ル
ト
ド
リ
ン

ク
、
ラ
ッ
シ
ー
を

美
味
し
く
頂
戴
し

ま
し
た
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
ネ
パ
ー
ル

な
ど
、
参
加
Ｗ
Ｆ

Ｂ
ゲ
ス
ト
の
出
身

国
の
パ
ビ
リ
オ
ン

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
語
で
優
先
ゲ
ー
ト
へ
誘
導
い
た

だ
き
、
熱
の
こ
も
っ
た
紹
介
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

夕
方
に
は
大
阪
万
博
を
後
に
し
、
帰
国
す
る
参
加
者
を
関

西
国
際
空
港
ま
で
お
見
送
り
し
ま
し
た
。

　
最
大
４
日
間
の
行
程
を
無
事
に
終
え
、
各
国
の
参
加
者

は
そ
れ
ぞ
れ
無
事
に
帰
国
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
、
日

本
側
の
準
備
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
称
え
る
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

パ
ロ
ッ
プ
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｗ
Ｆ
Ｂ
創
立

75
周
年
の
意
義
を
強
調
さ
れ「
世
界
の
変
化
に
対
応
し
組

織
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
が
現
代
の
期
待
に

適
応
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
」と
組
織
変
革
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
執
行
役
員
会
議
を
Ｗ

Ｆ
Ｂ
変
革
委
員
会
と
銘
打
ち
、「
如
何
に
Ｗ
Ｆ
Ｂ
を
持
続

可
能
な
組
織
に
し
て
い
く
か
」を
議
論
す
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ネ
パ
ー
ル
の
ジ
ョ
テ
ィ
副
会
長
か
ら
の
推

薦
で
、
ア
ニ
ル
博
士
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
な
り
、
こ
れ
か

ら
の
変
革
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
ア
ニ
ル
博
士
は

１
９
６
１
年
ネ
パ
ー
ル
生
ま
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
大
学
で
学
び
、
世
界
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
開
発

途
上
国
で
活
動
す
る
多

国
籍
機
関
で
働
い
て
お

り
、
イ
ン
フ
ラ
投
資
や

地
域
開
発
問
題
を
中
心

に
深
く
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
自
治
や
地
方

自
治
の
運
営
に
も
精
通

し
て
い
ま
す
。
こ
の
会

議
開
催
前
に
参
加
者
に

は
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
が

配
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
世
界
の
仏
教
組
織
と
し
て
、
最
も
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

Ｗ
Ｆ
Ｂ
を
い
か
に
精
力
的
に
運
営
し
て
い
く
の
か
。
財
政

的
課
題
、
各
国
セ
ン
タ
ー
と
の
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
、
組
織
内
で
の
多
様
性
受
容
な
ど
を
議
論

し
ま
し
た
。
博
士
は
Ｗ
Ｆ
Ｂ
を
、
全
て
が
一
つ
に
溶
け
合

う「
溶
解
鍋
」で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
発
揮
す
る

「
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
」に
例
え
、
組
織
の
更
な
る
活
性
化
を
促

し
ま
し
た
。

　
午
後
は
５
階
に
移
動
し
、
第
47
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

大
阪
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
開
会
式
の
祝
辞
で
パ
ロ
ッ

プ
会
長
は「
慈
悲
深
い
行
動
は
、
生
き
と
し
生
け
る
全
て

の
も
の
の
幸
福
に
対
す
る
、
私
た
ち
の
献
身
で
体
現
さ
れ

ま
す
」と
、
他
者
を
助
け
る
こ
と
が
心
の
平
和
の
源
に
な

る
と
語
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
本
会

の
伊
藤
唯
眞
会

長
か
ら
パ
ロ
ッ

プ
会
長
に
、
感

謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
４

月
に
浄
土
宗
大

本
山
増
上
寺
の

三
大
蔵
が
ユ
ネ

ス
コ「
世
界
の
記
憶
」

に
登
録
さ
れ
た
際
、

ユ
ネ
ス
コ
に
唯
一
事

務
所
を
構
え
る
仏

教
組
織
で
あ
る
Ｗ
Ｆ

Ｂ
に
、
ユ
ネ
ス
コ
関

係
者
と
の
調
整
な

ど
、
大
変
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
こ
と
へ
の

感
謝
状
で
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た

大
阪
大
会
の
諸
宗
教
対
話
に
も
、
同
時
通
訳
で
Ｗ
Ｆ
Ｂ
の

メ
ン
バ
ー
に
同
席
い
た
だ
き
、「
懐
の
深
い
日
本
仏
教
の

特
色
を
感
じ
ら
れ
た
」「
刺
激
を
受
け
た
」な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
歓
迎
夕
食
会
は
ホ

テ
ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ

ス
ミ
ア
大
阪
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
会
の

日
谷
照
應
理
事
長
と

小
林
正
道
Ｗ
Ｆ
Ｂ
副

会
長
が
歓
迎
の
挨
拶

を
い
た
し
ま
し
た
。

終
始
和
や
か
に
夕
食

会
は
進
み
、
最
後
に
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特
集

　9月5日・6日の両日に亘り「第47回全日本仏教徒会議大阪大会」を滞りなく充実した形で終えることが出来ま
したことは大きな喜びであります。本大会は大阪府佛教会にとりましては、創立60周年にあたる記念すべき大
会となりました。また、この機は大阪・関西万博開催期間中であるとともに、戦後80年という大切な節目の年にも
あたり、それぞれの意味を思い万博の意義を問うことを軸に展開することといたしました。大会テーマを「無量
の『いのち』～すべてのいのちを慈しむ～」と謳い、折しも万博で掲げられた「いのち輝く未来社会のデザイン」に
通底しながらも、その根幹にある「いのち」をより宗教的・精神的・人文的にとらえ、その意味探究を試みました。
　開会式においては開催を記念し、戦後80年にあたり今なお続く諸々の尊い命の喪失を追悼した平和実現に向
ける法要を、全日本仏教会会長・浄土門主 伊藤唯眞猊下御導師のもとに厳修いたしました。そして大会会長・大
阪府佛教会 村山廣甫会長による今大会の意義披瀝の後、世界仏教徒連盟（WFB）パロップ･タイアリー会長に
ご祝辞をいただき、増上寺三大蔵のユネスコ「世界の記憶」登録への尽力に関連し、WFBへ感謝状の贈呈式が行
われました。
　初日は「未来社会における宗教の役割」と題し、「いのち」と平和・争いをテーマにした諸宗教対話フォーラム
が、仏教・キリスト教・イスラム教・神道各界から諸碩学をお迎えして執り行われました。それぞれのお立場ご信
条から、今日の世界における紛争や様々な不条理について宗教者として問われていること、果たせる役割につい
て熱心な意見交換がなされました。宗教者は諦めることなく連携出来ることを、手探りながら誠実に思考し取り
組んでいくことが大切であると学ばせていただきました。さらに、大阪大空襲パネル展や、シャンティ国際ボラ
ンティア会による講演会も併催され、交流会では、各宗派各界御代表、関係役員を含め、仏教会の今後への更な
る充実と持続に繋がるべく懇親を深めました。
　2日目は、大会テーマに則るシンポジウムが開催されました。万博テーマに掲げられた「いのち」について、人文
学分野の諸賢人各位にご討論いただき、深いご考察ご意見を拝聴しました。今日の思考の在り方の新しい側面
であるSNSや、AIに関する議論も含め「いのち」についての宗教的・人文学的な意味を学ばせていただきました。
　お陰をもちまして、ユーチューブLIVEによるリモート参加者を含め1,500人を超える規模での発信となりま
した。大会の締めくくりとして両日の学びを「未来社会のデザイン」、即ち人智による社会形成に向けて大切とな
ることとして｢大会宣言｣にまとめ発表するとともに、本大会の成果として日本国際博覧会協会並びに国連にも
提示させていただきました。

（なお大会の模様･記録はユーチューブにても発信しております）
 

大阪府佛教会副会長
第47 回全日本仏教徒会議大阪大会実行委員長

清澤 悟

全日本仏教徒会議大阪大会を終えて
実行委員長挨拶

第47回 全日本仏教徒会議 大阪大会
第104回WFB（世界仏教徒連盟）執行役員会議 報告

2025（令和7）年7月1日～2025（令和7）年9月30日

本会からの報告

　
　
　
　

第
36
期
第
５
回
社
会
・
人
権
審
議
会

日　

時
：
令
和
７
年
７
月
３
日
14
時
～

会　

場
：
本
会
会
議
室（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

出
席
委
員
：

　
　

濱
田
智
祥（
曹
洞
宗
）【
委
員
代
理
】

　
　

岡
田
光
恵（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
　

長
谷
川
岱
潤（
浄
土
宗
）

　
　

藤
本
善
光（
高
野
山
真
言
宗
）

　
　

谷
明
生（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

　
　

草
別
善
哉
・
森
定
慈
宏（
天
台
宗
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
委
員
代
理
】

　
　

荒
井
真
道（
真
言
宗
智
山
派
）

　
　

小
林
政
彦（
真
言
宗
豊
山
派
）

　
　

株
橋
隆
真 （
法
華
宗〔
本
門
流
〕）

参
加
理
事
：

　
　

長
澤
香
静（〔
一
財
〕京
都
仏
教
会
）

　
　

一
宮
良
範（
念
法
眞
教
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
：

　
　

大
島
義
則（
本
会
顧
問
弁
護
士
）

【
概
要
】

　

三
帰
依
文
を
唱
和
の
後
、
谷
明
生
委
員
長

の
進
行
に
よ
り
、「
諮
問
①
首
相
及
び
閣
僚

の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
要
請
に
つ
い

て
」に
係
る
理
事
長
声
明
お
よ
び「
諮
問
②
仏

教
者
と
し

て
死
刑
に

つ
い
て
ど

う
考
え
る

べ
き
か
」に

関
連
し
た

理
事
長
談

話「
犯
罪
被

害
者
週
間

に
よ
せ
て
」

に
つ
い
て
、
各
文
書
の
文
言
の
検
討
、
審
議

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た「
諮
問
③『
過
去
帳
』

等
の
取
扱
に
つ
い
て
」に
関
連
し
て
実
施
し

た「
人
権
問
題
連
絡
協
議
会
」（
令
和
７
年
６

月
11
日
開
催
）の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
誕
生
記
念

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

　

令
和
７
年
7
月
6
日
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王

日
本
代
表
部
事
務
所
主
催
に
よ
る
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
法
王
誕
生
記
念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
曼
荼
羅
の
儀
と
い
う
法
会
が
行
わ

れ
、
チ
ベ
ッ
ト
語
で
読
経
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
日
本
代
表
部
事

務
所
の
ア
リ
ヤ
・
ツ
ェ
ワ
ン
・
ギ
ャ
ル
ポ
代

表
が
ご
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

ア
リ
ヤ
代
表

は
歓
迎
の
意

を
表
し
、
ダ

ラ
イ
・
ラ
マ

法
王
の
化
身

制
度
に
つ
い

て
の
法
王
の

声
明
を
語
ら

れ
る
と
と
も

に
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
の
90
歳
を
記
念
し

て
陽
光
桜
と
い
う
桜
の
植
樹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
リ
ヤ
代
表
や
祝
辞
を
述
べ
た
多
く
の

方
々
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
の
長
寿
を
祝
い
、

個
々
に
法
王
と
の
思
い
出
と
と
も
に
、
平
和

を
願
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
会
の
途
中
に
、

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
の
映
像
や
、
チ
ベ
ッ
ト

の
音
楽
や
踊
り
の
映
像
も
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
の
90
歳
を
祝
う
催
し

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

を
は
じ
め
、
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

第
36
期
第
１
回
朝
鮮
半
島
出
身
者
の

旧
民
間
徴
用
者
等
の
遺
骨
返
還
委
員
会

日　

時
：
令
和
７
年
７
月
24
日
14
時
～

会　

場
：
本
会
会
議
室（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

出
席
委
員
：

　
　

隅
倉
浩
信（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
　

髙
原
恵（
真
宗
大
谷
派
）

　
　

村
松
雄
道（
浄
土
宗
）【
委
員
代
理
】

　
　

渡
邉
貫
祥（
日
蓮
宗
）【
委
員
代
理
】

　
　

藤
本
善
光（
高
野
山
真
言
宗
）

　
　

小
林
政
彦（
真
言
宗
豊
山
派
）

　
　

牟
田
清
樹（
真
言
宗
御
室
派
）

　
　

佐
藤
隆
一（
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
）

【
概
要
】

　

三
帰
依
文
唱
和
、
和
田
学
英
事
務
総
長
挨

拶
の
後
、
委
員
の
委
嘱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
考
人
と
し
て
出
席
し
た
、
内
閣

官
房
、
外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
、
厚
生
労

働
省
職
業
安
定
局
、
文
化
庁
宗
務
課
、
各
担

当
者
か
ら
日
韓
両
政
府
間
の
遺
骨
奉
還
に
向

け
た
進
捗
状
況
等
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
委
員
か
ら
各
加
盟
団
体
に
お
け
る

現
況
報
告
、
懸
念
事
項
等
を
共
有
し
ま
し
た
。

ま
た
事
務
総
局
か
ら
、
人
道
的
な
観
点
か
ら
、

政
府
は
一
刻
も
早
い
遺
骨
奉
還
へ
の
道
筋
を

示
す
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
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TO P I XJ A P AN  B UDDH I S T  F E D E R A T I ON
2025（令和7）年7月1日～2025（令和7）年9月30日

本会からの報告

　
　
　
　

第
36
期
第
４
回
支
援
検
討
会
議

日　

時
：
令
和
７
年
９
月
19
日
13
時
30
分
〜

会　

場
：
本
会
会
議
室（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

出
席
委
員
：

　
　

吉
田
泰
樹（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

　
　

鬼
頭
広
安（〔
一
社
〕仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー
）

　
　

茅
野
俊
幸（
仏
教
N
G
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　
　

新
井
順
證（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
：

　
　

来
馬
司
龍（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

【
議
題
】

①
救
援
基
金
報
告

②
第
30
次
災
害
救
援
助
成
金
申
請
に
つ
い
て

（
2
0
2
5
年
2
月
1
日
～
9
月
30
日
）

③�

第
32
次
災
害
救
援
助
成
金
募
集
要
項
に
つ

い
て

④�「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」救
援
基
金
寄
託
に

つ
い
て（
報
告
）

⑤�「
ミ
ャ
ン
マ
ー
地
震
」救
援
基
金
支
出
に
つ

い
て（
報
告
）

⑥�「
ミ
ャ
ン
マ
ー
地
震
」救
援
基
金
の
支
援
先

に
つ
い
て

⑦�

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
救
援
基
金
に
つ

い
て

⑧�

令
和
７
年
８
月
６
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る

災
害
に
つ
い
て

⑨
第
５
回
支
援
検
討
会
議
日
程
に
つ
い
て

「
救
援
基
金
」
寄
附
者
一
覧

【
2
0
2
5（
令
和
7
）年
7
月
1
日
～

　
　
　

2
0
2
5（
令
和
7
）年
9
月
30
日
】

（
時
系
列
順
・
敬
称
略
）

臨
済
宗
妙
心
寺
派

公
益
社
団
法
人 

日
本
仏
教
保
育
協
会

東
京
都
仏
教
連
合
会

高
野
山
真
言
宗

茨
城
県
仏
教
会

益
田
市
仏
教
会

沖
縄
県
仏
教
会

大
阪
府
佛
教
会

匿
名
希
望
9
件

総
計　

2
，
５
５
３
，
４
６
９
円

「
賛
助
会
員
」
新
規
入
会
者
一
覧

【
2
0
2
5（
令
和
7
）年
7
月
1
日
～

　
　
　

2
0
2
5（
令
和
7
）年
9
月
30
日
】

（
時
系
列
順
・
敬
称
略
）

〈
法
人
会
員
〉

S
O
T
O
保
険
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

〈
個
人
会
員
〉

鈴
木 

謙
太

ご
入
会
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

賛
助
会
員
募
集

本
会
で
は
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。全
国
の
ご
寺
院
を
は
じ
め
、企
業

や
団
体
、個
人
と
し
て
ご
入
会
い
た
だ

け
ま
す
。
入
会
等
の
詳
細
は
本
会

w
e
b
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

「
首
相
及
び
閣
僚
等
の
靖
国
神
社
公
式
参

拝
に
関
す
る
見
解
並
び
に
要
請
」
提
出

　

令
和
７
年
７
月
30
日
、
石
破
茂
内
閣
総
理

大
臣
宛
に
、
7
月
3
日
の
社
会
・
人
権
審
議

会
で
審
議
し
た「
首
相
及
び
閣
僚
等
の
靖
国
神

社
公
式
参
拝
に
関
す
る
見
解
並
び
に
要
請
」文

書
を
、
自
由
民
主
党
本
部
に
お
い
て
日
谷
照

應
理
事
長
か
ら
小
渕
優
子
自
由
民
主
党
組
織

運
動
本
部
長（
当
時
）へ
手
交
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

第
６
回
法
人
創
立
70
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会

日　

時
：
令
和
７
年
８
月
７
日
10
時
～

会　

場
：
本
会
会
議
室（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

出
席
委
員
：

　
　

和
田
学
英（
事
務
総
長
）

　
　

渡
邊
弘
文（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
　

石
井
正
道（
真
宗
大
谷
派
）

　
　

西　

央
成（
浄
土
宗
）

　
　

坂
詰
秀
正（
日
蓮
宗
）

　
　

井
上
聖
憲（
高
野
山
真
言
宗
）

　
　

西
村
智
秀（
天
台
宗
）

　
　

平
野
哲
央（
真
言
宗
智
山
派
）

　
　

小
川
淳
詩（〔
公
財
〕仏
教
伝
道
協
会
）

　
　

掬
池
友
絢（
学
識
経
験
者
）

　
　

加
藤
京
子（
学
識
経
験
者
）

　
　

村
瀬
友
洋（
学
識
経
験
者
）

【
概
要
】

　

定
刻
に
な
り
開
会
。
和
田
学
英
委
員
長
の

発
声
に
て
三
帰
依
文
を
唱
和
、
続
き
、
挨
拶
。

委
員
長
が
議
長
と
な
り
検
討
事
項
に
入
り
ま

し
た
。
事
務
局
よ
り
現
況
報
告
の
後
、
検
討

課
題
に
つ
い
て
委
員
間
に
て
意
見
を
交
換

し
、
部
会
に
お
い
て
引
き
続
き
検
討
を
重
ね

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

仏
教
に
関
す
る
実
態
把
握
調
査

（
2
0
2
4
年
）説
明
会
実
施

日　

時
：
令
和
7
年
9
月
17
日
13
時
30
分
〜

会　

場
：
真
宗
木
辺
派
宗
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
滋
賀
県
野
洲
市
）

開
催
方
法
：
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式

　
　
　
　
　
　
　
　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

【
概
要
】

　
「
仏
教
に
関
す
る
実
態
把
握
調
査
」は

本
会
が
大
和
証
券
株
式
会
社
と
と
も
に
、

２
０
１
７
年
か
ら
２
年
ご
と
に
一
般
の
人
を

対
象
と
し
て
実
施
し
て
い
る
大
規
模
調
査

で
、
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、
加
盟
団
体
か

ら
の
依
頼
に
基
づ
い
て
、
随
時
説
明
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
17
日
に
は
滋
賀
県
野
洲
市
に
あ
る
真

宗
木
辺
派
の
宗
務
所
に
お
い
て
、
大
和
証
券

株
式
会
社
か
ら
講
師
を
招
い
て
説
明
会
を
開

催
し
、
宗
派
関
係
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め

て
約
20
名
ほ
ど
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
は
本
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
説
明
会

を
希
望
す
る
加
盟
団
体
は
、
広
報
文
化
部
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
か
ら

の
お
申
込
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

https://www.jbf.ne.jp/activity/
kouhou/tyousa2024
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第47回 全日本仏教徒会議 大阪大会
第104回WFB（世界仏教徒連盟）執行役員会議

大会宣言
　大阪府佛教会は創立 60 周年を記念し、公益財団法人全日本仏教会とともに、ここ大阪において、第 47 回全日本仏教
徒会議大阪大会を 2025 年 9 月 5日・6日両日に亘り開催いたしました。全日本仏教会会長、浄土門主 伊藤唯眞猊下を大
会総裁としてお迎えし、また、タイ王国より世界仏教徒連盟（WFB）パロップ・タイアリー会長にもご参加いただき、
日本全国のみならず世界各国からも多くの方々のご参加のもと、「無量の『いのち』～すべてのいのちを慈しむ～」をテー
マとして意義ある大会が無事円成しました。
　この度の大会招致の契機ともなった、2025 年大阪・関西万博（日本国際博覧会）は、「いのち輝く未来社会のデザイン」
をテーマに掲げて、本年 4 月より 184 日間にわたって開催されています。シグネチャーパビリオンをはじめ、今、決し
て忘れてはならない、様々ないのちが軽んじられている混迷した世界の現実を鑑みたパビリオンが多く見られます。しか
しながら、日本開催の国際博覧会というイベント自身が持つ性質上、宗教的な観点から、特に 2500 年続く仏教の視点か
ら深く「いのち」の考察が成されていないことを、非常に残念だと考える次第です。
　そこで、私たち仏教者は、本大会において、「いのち」を仏教的、宗教的、精神的、人文的、哲学的に考察し、叡智を集結して、
その成果を世界に発信したいと存じます。今世界が直面している「いのち」の危機に関わる多くの事象―すなわち、ウク
ライナや中東地区での非人道的な戦争、気候変動による地球温暖化、破壊的な災禍―まるで「末法の世」ともいえるほど
世界は混乱し、社会規範の軽視や諸価値の大きな変化がみられます。戦後 80年という歴史的な節目に、すべての人が「い
のち」の本質を見つめ直すことを提言したいと思います。
　大会テーマである「無量の『いのち』～すべてのいのちを慈しむ～」について、私たちはブッダの深い智慧と言葉にあ
らためて学び、人間の、また、生きとし生けるものの「いのち」の在りかたと、その意味の探究を試みました。諸宗教を
代表する碩学諸先生の見識に学び、人文知やリベラルアーツの分野を代表する賢人諸先生の知見を拝聴することにより、
改めてブッダが生涯をかけて教説した「無量の『いのち』」について参究いたしました。
　2日間に亘って行われた記念式典、平和祈願、追悼法要、諸宗教対話フォーラム、そしてシンポジウムを通して、大阪・
関西万博が掲げる｢いのち輝く未来社会」の実現には、私たち一人一人が、何事も性急この上ない現世の中で、まずもっ
て立ち止まり、現実をしかと見据え、目指すべきものの理念、目的達成の手法等々を「思惟」「熟考」し、行動すること
の必要性を学びました。そして何よりもその「礎」となる「正しい」精神を涵養する「こころがまえ」が重要であるという、
究極のところ、「こころ」の問題に帰着すると結論し、それらをいくつかの「たいせつなもの」として掲げ、本大会の宣
言といたします。

―――「たいせつなもの」―――
　大阪・関西万博テーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」の真の意義達成のため、「無量の『いのち』～すべてのいの
ちを慈しむ～」という仏教精神に照らして、テーマの根幹である「いのち」について、生は偶然、死は必然であることを
再確認し、私たちに不可欠な「こころがまえ」を、本大会の成果として以下に列挙し、大会宣言といたします。

　ひと /いのちは、まことに在りがたいもので尊ばれ慈しまれるべきものである
　ひと /いのちは、自然の一部であり、その法、摂理を尊重すべきものである
　ひと /いのちは、生まれれば、やがては老い、病み、死んでいくものである
　ひと /いのちは、諸相の流れ、変化のなかにあり、死後もとどまることはない
　ひと /いのちは、中庸と利他、融和と非戦の精神により生かされるべきである
　ひと /いのちは、人知の成果である、倫理と規範により生かされるべきである

　宣言については、「いのち」をテーマとした諸宗教対話フォーラム、シンポジウム要約とともに、公益社団法人 2025
年日本国際博覧会協会をはじめとする公的な組織に届けます。また、私たち仏教者が、これを現在および未来の人間精神
のあり方への警鐘として、あらゆる機会に発信し、実践すべく努めてまいります。

2025 年 9月 6日
第 47回全日本仏教徒会議大阪大会

 


